
＜活動の概要＞

• 目的（課題）

改修工事現場で作業時バルブの誤操作を防止する必要がある。

• 手段（実施内容）

反射材付きのバンドを利用することで見える化した。

• 効果（実施内容によって期待される効果）

操作禁止バルブの見える化をすることにより、バルブ誤操作することがなかった。

• 結果（活動の成果）

上記の取り組みによりバルブ誤操作防止に繋がり品質事故に繋がることが

なくなった。

［活動のタイトル］ 改修工事での操作禁止バルブの見える化

＜見える化の分類＞

安全衛生情報の見える化
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「見える安全活動」報告書

＜活動の詳細内容＞

［活動のタイトル］ 改修工事での操作禁止バルブの見える化

・反射材付きバンドでバルブを固定している様子。
・バルブを配管などと一緒に固定することにより作業時不可抗力によるバルブ誤操作も
防止することができる。




